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てーそれに理学部は川町々たる先生方 そろっておられましたね。はじめはなんということ くすごしていましたけ ど、だんだ にょうすがわかってきました。数学教室の奥に談話室という があって先生方、がお茶などのむ部産みたいなものがあったんですが、そこでよく議論をたたかわせたりなさるのですよ。ちゃんと黒板もあって。抜
身をひっさげて居るからこわいと学生は言って ました。学外からも数学談話会というので見えていたようです。

































































教室主狂は清水先生だったですね。清水辰次郎先生。あの人の方がすこし年は正問先生より上でした。正開先生、 先生 南一皆目先生、十マ阪先生でしょ。寺坂先生も大学を出て ぐ、阪大へ行くことがきまっていて、ドイツ留学ですね。留学 て私 ちが入った年、日本へ帰つていらっしゃった。だ 方は先生 はじめてした人ばかりなんです。清水先生だ て東大を出て、図書室におられて、それから阪大に主組教授でいきなりいらっしゃった。その四人が口答試問止をして、宿をどうするとか、
奈良なんだか


























































































































大正二年五月、沢柳 総長の任をうけついだ北条が、まず行うべきは九月入学の第一一一回生募集の仕主であった。そ 第一一一凶生応募者 中には 人の〔参考〕















憶や年令までを詳細に報じている。牧問、然出の二人はともに女子潟等郎総学校の卒業生で、当時は母校の助教授であり、丹下は日本女子大学校 卒業生でそ 幼数佼であった。当時高級筒学校が地加したとはいえ、女子の高等教育機関は 女潟的(お茶の水)と目白の女子大学校がおもなものであり、正式に専門学校令による のはほとんどなかった。すでに彼女等 女子の教育者と 当時段高 地位にあったのである。問……閃ちかの話によると、東北怒科大学が門戸を大仰に開放するという風評があったところ、東京医科大学の教授で 高師 も関係のあった理学博士薬川予防附士院沢井長義が、彼女らに実際にそのことを告げ、かつ仙台への遊 を励ましたので、その志が動いたのだそうである。これらの女性がふ卒業した女高師や女子大は 町 入学が指定した



















たのは当然で、文部当局者が除外例としようかと官隠したのは無理もない。この談によると、沢柳総長が女子総務伎な考え、北条総長が衣料入学を許したらしく受けとられるが、突はそうではなかった である。門戸開放を段初に計幽 た沢柳総長において、すでに町長科採用の窓凶あり、北条総長はそれを実行したというのが災状らしい。それはや り東京朝日新聞がその前年の大正元年十一月四日にかかげた記事によって推察されるのである。それは
「東北大学に女子を入学させる」という沢柳総長の談で、上京中の沢柳東北大川子総長が、日本のたエ
J教育について次のように語った、と記している。(摘
76 
別賞)
日本の女子高等教育機関の少いことを非難するものがあるけれども、こ
れは大間違いで、一万来高等教脊といふものは専門教育で、高等の学術技芸を授くるの験業教育なる放に、女子が男子と問機にこれを受くべきは全く問料開であ 。円以近米自したエリオットのな見もまたその巡りである。女子にして結続生活に人らんとするもの は不安であらうが、自活の必要
dある
もの は列子と同総に…均等教育
iis
険業教官討を受けるのはまことによろし
し、
。もともと引間同大学の制では女子を収容することが出米ることとなってい
る。そこで理科大学の東北に
m例年一人化学をやろうという人があるので、
これは試験を淵附した上で、忠利併に入れようと思っている。このような記引がすでに掲載されているのである。す に沢柳総長が大正
元年のうちに女子を正科に入学せしめようとする意見をもっていたことは明らかである。ここに沢柳が高等教育とはすなわち専門教育にして、これすなわち験禁教育なりといっていること、それだから女子については結婚生活に入るべきものには必要なく、独身自活の人に必要なのだといっていることは、当時の時代思想を物議る。
(可東北大学五十年史
上』九
01
九一一一ページより)
